
 

 

 

              ブロック塀の建替え工事/国分 Ｎ様邸 

 

              築約２５年の木造モルタル２階建てのお住まいで、新築の際に

取付けた駐車場の折り戸門扉が老朽化し、車の出入りのたびの開閉に煩わしさを感じておられ

ました。このため、今回はこの古くなった折り戸門扉を撤去して、新しい両開きタイプの伸縮

門扉（カーテンゲート）に取替える工事のご依頼をいただきました。そして、着工後、工事も

順調に進んでおりましたが、作業中ふとブロック塀がぐら付いていることに気つき、詳しく調

べてみますと、ブロック塀廻りの地盤が緩いことに加え、長さ１０ｍ、高さ１．６ｍの塀全体

が今にも倒れそうな状態でした。さらには、その塀は歩行者の行ききする歩道に接していて、

すぐ近くには子供の遊び場でもある児童公園も隣接し、もし、このブロック塀が一挙に倒壊し

た場合には大変な事故にもつながる可能性がありました。そこで、ご主人に状況を詳しくご説

明し、速やかにこのぐら付いたブロック塀を解体撤去した後、基礎廻りをしっかりコンクリー 

トで固めたうえ、新しいブロックに鉄筋をいれて強度を上げて、基礎からブロック 

３段積みとし、さらに、ブロック塀の上に高さ８０センチのアルミフェンスを建て

て    て塀全体を軽量化して全ての作業を７日間で完了いたしました。 

 

          こんにちは。エムエスホームの佐原です。毎日暑い日が続いております。 

今年３月の東北大地震に伴う東京電力福島原発の大事故以来、テレビや新聞等のマスコミを通じ

て、節電節電と言われ続けておりますので、なるべくクーラーも控えめにして節電に努めており

ます。そして、幸いなことに今のところ厳しい暑さを感じさせない今日この頃です。 

今年は、春先になかなか気温も上がらなかったかと思うと、台風が早くから本土に上陸したり、

梅雨明け時のような大雨が降ったりと、例年になく天候が不安定です。 

しかし、我々、日常の工事に当っている側からしますと、今年の夏は昨年の猛暑の時期と比べて

数段気温も低く、日中の照り返しも少ないために、むしろ作業は快適な条件のもとで効率良く工

事に当たらせていただいております。 

そして、そろそろお盆の時期を迎えて私共も、夏期休暇に入らせていただきますが、 

何とかお盆明け以降も、日中・朝晩共に快適な天候のまま、来るべき爽やかな秋風 
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と虫の音に期待しつつ作業に当りたいと思います。 
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■暮らしのたより■   建て替えか？リフォームか？ 

 

現在のお住まいが築２０年を過ぎたあたりから、建物の傷みもあちこち増えて、そ

のまま放置しますと急速に寿命を縮めることになります。そして、遅かれ早かれ「建

て替えか？リフォームか？」の二者択一を迫られる時期を迎えます。 

しかし、一概にどちらが良いかとは言えないので、家の状態や将来の生活の仕方を

見直してみることが一つのポイントとなります。ここで最初にしなければならない

ことは、今の家がはたしてどのような状態にあるかを十分把握し、基礎、土台、柱

等の構造部分の劣化の程度により、この先何年程度もつものか、また、そのための

改修の内容を専門家に依頼し調べてもらうことも必要になります。その結果を踏ま

えて、信頼のおける工事業者に、新築した場合とリフォームした場合の見積もりを

依頼してその総額を把握しておくことが大切です。 

リフォームの場合は、すべて壊してしまう建て替えと違い、使える部分はそのまま

残し、その安くなった費用をこだわりの部分にまわして理想の空間をつくるという

楽しみもあります。しかし、構造上重要な部分の劣化がひどく、地盤や基礎が沈下

しているような場合には、長期的な面からも建て替えを選択することが 

求められます。 


